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Already,Nowと 「局 面 の 変 化 」

家 木 康 宏

1.は じ め に

従来already,still,yetな ど いわゆ る時の副詞 につ いては種々 の立場か

ら研究が な されて きた。例 えばTraugott&Waterhouse(1969)に お いて

は,alreadyとyetはPERFECTと い う素性 を持つ相補 的なaspect-marker

で あ る と主張 され てい る。 またstillに つ いて は同様 にPROGRESSIVEと

い う素性 と関連づ け られて いる。

一方
,Morrissey(1973)で はstillとanymoreが 対 極 をなす と考 えられ

てお り,こ れ らの副詞 は発話 時及び動作時 におけ る事 象の真理条件 に よ り

分類 されて いる。

さ らにHorn(1970)やLadusaw(1980)で は 前提 ・予 想 ・断定 な ど とい う

面か らalready,still,yetな どの機能が分析 されてい る。

小論 ではこれ らの研 究 を概観 した上 で,従 来 の研 究で はあま り扱 われ る

こ との なか った副詞nowが これ らの枠組 の 中で どの よ うに位 置づけ られ

るか を検討 し,alreadyとnowの 関係 を明 らかに した い。

2.従 来 の研 究 の概 観 と検 討

ここでは 「状況の変化」ということに関連 して副詞 を分析 している二つの

研究をとりあげ,そ の分析がnowに も適用 で きるか どうか を考察 したい。

2.1Traugott&Waterhouse(1969)(以 下T&Wと 略 す)

この論文 ではalreadyとyetが 相 補 的な機能 をもつ とい うこ とが述べ ら

れてい るが,こ こではalreadyの 扱 いに限定 して考察す るこ とに したい。

一般 にalreadyに は 状況 の変化 を含 意す る働 きがあ る
。
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2Already,Nowと 「局面の変化」

(1)Johnalreadyfloats.

こ の文 はJohnが(今 現在)浮 いて いる とい うこ とを表 わす だけではな く,

以 前 は浮 くこ とがで きなか ったが,今 ではで きる とい うこ とを含意す る。

この点でalreadyはbecomeの よ うない わゆ るinchoativeverbと 同 様 の

機能 を持 つ といえる。

(2)a.Thismetalisalreadyhard.

b.Thismetalhasbecomehard/hardened.

またalreadyは 完 了形 の文 ともparaphrase関 係 をもつ 。

(3)a.Heisalreadyhere.

b.Hehasarrived.

T&Wで は この ような事実 は深層 におけ るPERFECTと い うaspectual

elementに よ り説明 で きるとしてい る。1)

alreadyが 完 了形 と共起 して いる場合 にはPERFECTと い う素性 はa1-

readyで は な く完了形 として具現 される。従 って その よ うな場合,already

に は単 に完 了性 を強調 す る働 きしか ない。

これに対 し,完 了形 に相 当す るものがない場合 にはPERFECTはalready

と して具現 される。

(4) a. He is already here. 

   b. He is here. 

(5) a. Our dog can swim already. 

   b. Our dog can swim. 

(6) a. The apples are red already. 

   b. The apples are red.

(4)一(6)の 文 で,aとbは そ れぞれ根本 的に意味が異 な る。aの 文 がPER-

FECTを 受 けて完了性 または 「局面 の変化」2)を 含 意す るの に対 し,bで

は発話 時以前の状況 には全 く言及せ ず,従 って状 況の変化 とい う含 意 は全

然 もたない。

この ようにalreadyは 状 況(局 面)の 変化 を含 意す るため,・「変化」とい
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う ことに関連 しない科 学的 真理 を表 わす文(い わゆ る総 称文)で は用 い る

こ とが で きない。

(7)*Oilalreadyfloatsonwater.

(8)*Metalisalreadyhard.

しか し個別 の動 作(activity)を 表 わす文 では例 えば(2a)の よ うに.共起が

可能 であ る。

ところで副詞nowも 「局面 の変化 」を指示す る機能 を もつ ので,3)already

と同様,総 称文 では用 い るこ とが で きない。少 な くともそのよ うな文 でnow

を用 い ると文法性 がお ちる。

(9)?Oilfloatsonwaternow.

(10)?70hnhastwoeyesnow.

(11)?Ducksareanimalsnow.

この よ うにnowはalreadyと 同 様,「 変化」 とい う概 念 を含 まな い文 に

は生 じるこ とが 困難で ある。 この点でalreadyとnowに は何 らカ1の「変 化」

を指示す る機能 をもつ とい う共通性が ある。

2.2Morrissey(1973)

こ の論文 はstil1,anymore,な どの分析 を行 な って い る。 まずprimary

tense(発 話 時に相当),secondarytense(過 去 の一点)の 二点 を設 定 し,

そ れぞれx,yで 表 わす 。そ してそ の二 点におけ るpredicationの 真 理 条件

に関 して これ らの副詞 を分析す るのであ る。

即 ち,そ れ ぞれの時点 においてpredicationが 成 りた ってお れば+,成

りたってい なけ れば 一で表示 するρ どち らとも決め られない場合 には ±で

表わす。

この よ うに してstill,anymore,及 び 完 了形の文 を形式化 してみ る と次 の

ようにな る。

(12)a.Thedoorisstillopen.(十y十x)

b.Thedoorstillisn'topen.(‐y‐x)
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c.Thedoorisn'topenanymore.(十y‐x)

d.Thedoorhasbeenopen.(十y±x)

e.Thedoorhasn'tbeenopen.(-y±x)

さて,こ の論文 では扱 われ ていないalready,yet,そ してnowを こ の形

式化 に従 って同様 に分析 してみ よ う。

(13)a.Thedoorisopennow.

b.Thedoorisalreadyopen.

c.Thedoorisn'topenyet.

(-y+x)

(-y+x)

(一 夕 一x)

(13a)に つ いては問題が ない。 これ と(12a-c)と に よって一応 この形 式

化 はconclusiveで あ る といえ る。

ところで(13b,c)の 場 合 には少々問題 であ る。alreadyやyet'は 前 述 の

stillな ど とは違 って過 去時の一点 におけ る状況 はそれほ どは っき り指 示 し

ない。強 いて考 えれば共 に一 とい うこ とが いえ よう。従 ってalreadyは

nowと,yetはstillnotと 同 じよ うに分 析で きる。

この よ うにMorrisseyの 分 析 に従 って も一 見alreadyとnowは 同 じ機

能 をもっ よ うであ るが,alreadyの 場 合 はanymoreやnowの よ うに過去

時の一点 と現 在時 との関連 を問題 にす るのでは な く,.む しろ未来 の時点 と

の関連 とい うこ とによる方 が うま くその機 能 を分析 で きるようであ る。 こ

の点 ではyetも 同 じである。 これ につ いては 「前提」 友び 「予想」 とい う

こと と関連 して次節 でふれ るこ とにす る。

またstil1に つ いてはanymoreやnowと と もにMorrisseyの 形 式化 に よ

り分析 で きるが,同 時に未来時に おけ る何 らか の 「予想」 を もつ4)と い う

点でalreadyやyetと も同類 であ る といえる0

小 論 ではsti11に つ いて扱 う余裕 はな いので,こ こではanymore,nowと

い う系列 とalready,yetと い う系列 とが存在 し,stillは そ の どち らに も関

連 してい る とい うこ とに とどめ てお きたい。
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3.「 前 提 」 と 「予 想 」

3.1Hom(1970)の 分 析

Horn(1970)は 前 提 と 断 定 と い う こ と に よ りalready/yetとsti11/anymore

の 意 味 表 示 を 行 な っ て い る 。5)

(14)already/yet前 提1(ヨ の σ>0&ti(S))

断 定:to(S)/～to(S)

⑮stil1/anymore前 提:(ヨ の ¢<o&吻(S))

断 定:to(S)/～to(S)=to(～S)

即 ちalreadyの 場 合,Sと い う事 態 が 起 こ る と 前 提 さ れ る 時 点tiよ り も

以 前 のto(現 在 時)に お い てSが 起 こ っ た こ と を 意 味 す る 。

同 様 に(not)yetで は,亭 は りtiに お い てSが 起 こ る こ とが 前 提 さ れ そ い

る が,そ れ 以 前 のtoで はSが 起 こ っ て い な い こ と を 表 わ す 。

こ れ を 実 際 の 例 文 に 適 用 し て み る と 以 下 の よ う に な る 。

(16)a.Itisalreadyraining.

b.Itisn'trainingyet.

前 提:Itwillberainingsometimelater.

断 定:ItiSrainingnOw./ItiSn'trainingnOw.

(17)Theapplesarealreadyred.

前 提:Theappleswillberedsometimelater.

断 定:Theapplesarerednow.

ま た 前 節 で と り あ げ た い わ ゆ る 総 称 文 に お い てalreadyが 用 い ら れ な い 『

理 由 も こ れ に よ っ て 説 明 で き る 。

(18)*Oilalreadyfloatsonwater.

前 提:*Oilwillfloatonwatersometimelater.

断 定:Oilfloatsonwaternow.

つ ま り㈱ の 文 で は 前 提 部 ⑲ 自体 が 意 味 を な さ な い た め こ の 文 が 非 文 と な

る の で あ る 。
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3.2予 想 と前提

Hom(1970)の 分 析 に対 し,太 田(1980)で はLadusaw(1980)に 従 って,

alreadyは 「予想」 とい う概 念に よって表示 できる として いる。それ に よ

る とalreadyとyetは 次 の よ うな意 味表示 で表 わせ るこ とにな る。6)

(19)already

予 想:ヨ 晦>to(ti(S))

断 定:to(S)

(20)yet

予 想、:ヨ有くto(t2(S))

断 定:to(～S)

Horn(1970)と 大 き く違 うの はti(S)が 予 想であ るのか,そ れ とも前提 で

あ るのか とい うこ とであ る。(19)に従 う と,alreadyはtiに お いてSが 起 こ

るこ とが予 想 され ていたが,そ れ よ り以前 のtoに おいて既にSが 生 じた こ

とを示す機能 を もってい るこ とにな る。

で はこの ことを考zる ため にい くつか例文 を検討 してみ るこ とにす る。

これ らの例文 をみ る と確 かにalreadyは 予 想 され ていた事 態 が現 在既 に

実現 して いる ことを示 してい るといえ る。特 に(24)の場 合 はその直前 の文 と

(21) The successful fishermen of that day were already in and had 

   butchered their marline out and carried them laid full length 

   across two  planks  ... — OMS 

(22) He was letting the current do a third of the work and as it started 

   to be light he saw he was already further out than he had hoped 

   to be at this hour. — OMS 

(23) "There are many men here now in the hills. 

   Too many. It is already hard to get food." — WBT 

(24) And there would be plenty of material to draw them from. There 

   was plenty already. There was a little too much sometimes. 
 —WBT
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あ いまって,「(意 見 を引 き出す)材 料 がた っぷ りあ る」 こ とは前提 とい う

よ りも予 想 と考 えた方 が しっく り くる ように思 われ る。(も っ ともこれ を

前提 と考 え るこ とも可能 で あるの で これだけ では どちらであるか を決定す

る材料 にはな らない。)

次 に㈱ を見 るこ とにす る。

この文は,少 年 がいずれ は大人に なる と予 想 されてい.たのが既 に 「一 人

前 の男」に なった こ とを表 わ してい る。 しか しこれに して も子 供が いずれ

は大人に なる,と い うのは前提 だ と考 え ること も可能 であ る。

では次の例 は どうであろ うか。

(25) "I would like to go. If I cannot fish with you, I would like to 

   serve in some way." 
   "You  bought  me a beer

," the old man said.  "You  are already a 

   man." — OMS

(26) "Who gave this to you ?" 
   "Martin . The owner." 

   "I must thank him ." 
   "I thanked him already

," the boy said. —OMS 

(27) The other watched the old man with his slitted yellow eyes and 
   then came in fast with his half circle of jaws wide to hit the fish 

   where he had already bitten. — OMS

この二つの例 では,今 後起 こると予想 された こ とが既 に起 こった とい う

こ とよ りも,む しろその事 態が現 在 までに生 じた とい うこ とに重 点 をおい

た使 われ方が されて い る。つ ま り 「完 了性 」に重点が おかれてい る と考 え

られ る。 この ような場合,予 想(前 提)の あるな しよ りも 「変化 」 自体 に

強調がおか れて いる と考 えるこ とが で きる。

従 って これ ら二つ の例 に見 られるalreadyに は前述 した(_y+x)を 指

示す る機能 が明確 に見 られ る。

(-v+x)と い う表示 が できる とい う点 で,㈱,(27)に 現 われたalreadyは

次 の文 のnowと ほ ぼ同 じ機能 を もつ と考 え られ る。
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(28)Shesetdowntheflatironplatterinfrontofhimandhenoticed

herhandsomebrownhands.Nowshelookedhimfullintheface

andsmiled.‐WBT

前 述 の(23)の文 中のnowも 同 じである。

この ように見 てみ る とalreadyは 予 想(前 提)し て いた事象 が早 く生 じ

たこ とを含意す るのは もちろんであ るが,そ れだけ では㈱,(27)の よ うな例

は うま く扱 えないこ とが わか る。

・む・しろ(26),(2のの ように 「変化」(_y+x)を 指 示す1るのがalreadyの 本 来

の機能 であ る と考 えた方が よい。 「変化」が あ って は じめ てそれが(結 果

的 に)早 いか どうか が問題 にな るの である。従 ってalreadyもnowも 本 来

の機能 とい う点 では共通 である とい うこ とが で きる。・

次節 では さ らに 「変 化」 と 「予 想」 とい う'ことに関 してalreadyとnow

の 関係 を考 察 したい。

4.alreadyとnow

前 述 の よ う に 太 田(1980)で はLadusaw(1980),に 従 っ て 「予 想 」 と 「前

提 」 を使 い わ け て い る 。 こ の 違 い が 最 も う ま く現 わ れ て い る の がstillnot

とnotyetの 違 い に 関 し て で あ る 。

(29)a.Thedeanstillisn'there.

b.Thedeanisn'thereyet.

(30) a. 

    b.

still not 

not yet

 —S  (P)  —S  (A) 

I I 

 ti to 

 S  (EX) S (A) 

I I 

 tz to

P:前 提

A:断 定

EX:予 想

stillnotもnotyetもMorrisseyの 分 析 では(-y-x)rで 表示 され る。

ところが実際 には(29)の文 には意味 の違 いがあ る。7)こ の違 い を,一 方 は 「前

提 」,他 方 は 「予想」 とい うこ とで明 らか にで きる。
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こ れ を用 いる とalreadyとnowも 同 様 に分 析 で きると思 われ る。前述 の

Morrisseyの 形 式化 では,ど ち らも ←y+x)で 表 わされて いる。

これ を次 のよ うに図式化 してみればalreadyとnowの 違 いがは っき りす

る。8)

(31) a. 

    b.

now 

already

 —S  (P)  S  (A) 

I I 

 ti to 

   S (P)  S  (A) S (EX)

 I I I 

 ti to  ti'

一 見 して 問題 にな るのは 有 におけ る状況 であ る
。tiに お いてstillやyet

の よ うに～Sが 前提 とで きるであ ろ うか 。ti4こお け る状 況はopenと い え

ないだ ろうか,と い う疑問が生 じるか もしれな い。

この疑問 を解決す るため に,次 の よ うに考 えて み よう。 も しも 酬こお い

て～Sで なか ったのであれ ば,即 ち常 にSが 成 りたってい たのな らば こ と

さ らnowを 付 加す る必要 はない。これ は総称文 の分析 で既 に述べ た通 りで

ある。ゆ えにnOWを 付 加 す る とい うこ とでtoに 焦 点 を あて る必 要 が あ る

とい っことは,そ こに何 らか の 「変化」 があ ったこ と,即 ち～S→Sと い

う変化 が あったこ とを含意す るに他 な らない。従 ってtiGこお いて ～Sで あ

った とい うこ とは既 定 の事実 で ある とい うこ とが で き,tiに お いて ～Sが

前提 されてい るとい って もおか しくはない。

一方alreadyに つ い て も同様の こ とがい える
。alreadyは 一 見 した とこ

ろ発話 時(to丿 以 前の状況 よ りも,そ れ以後 の時点に焦点 をあてて いる よう

であ る。(未 来時ti4こ お け る事態 を予 想す る とい う点に おいて)

しか しalreadyも 間 接的 にではあ るがtiに おけ る～Sを 前 提 してい ると

い える。そ もそもti4こ お いてSを 予 想す るこ と自体が ～S→Sを 含意す る

こ とにな る。前述 のnowの 場 合 と同 じく常 にSが 成 りた って いるのな らば

予想 の必要 が ないか らで ある。故 に どこか の時点 で～S→Sを 含意す るこ

とになる。 そ して現在 時toに お いてSを 断定 してい るので あるか ら,当 然
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の こ となが ら過去 時tiで は～Sが 成 りた ってい るこ とは前提 とされるので

あ る。

(31)にも どって,結 局 の ところalreadyとnowの 違 い は,前 者がtiに お

いてSを 予 想す る とい うこ とに しぼ られ る。 どちら も～S→Sが 生 じた と

い うこ とは指示す る。 しか し後者 が ～S→Sの 生 じた 「時期 」 につ いては

何 も含意 しな いのに対 し,前 者 はその変化 の生 じた時期 が予 想 よ り早 か っ

た とい う含意 を もつ のであ る。

5.結 び1

太 田(1980)で はstill,stillnot,notanymoreを 概 略以下 の ように表示 し

て いる。

(32)still:SASstillnot:一 一S‐〉一一S

notanymore:S→ ～Sa:～S→S

最 後 の～S→Sに あては まる もの として,米 方 言のanymoreが 指 摘 さ

れて いる。9)

(33)Ieatfishanymore.

ま たMorrissey(1973)で も(-y+x)に 該 当す る副詞は 明示 されて いない。

しか し(33)のanymoreの 代 りにnowを 用 いれば,「 以前 は魚 を食べ なか

ったが今 は食べ る」 とい う含意 を もち,こ れは まさに ～S→Sに 該 当す る

の である。

(34)Ieatfishnow.

さ らにalreadyに も～S→Sと い う状況 の変化 を指示す る機 能が あ るこ

とは,以 上 の議論 で明 らか で ある と思わ れる。alreadyの 場 合 は一見 した

ところ～S→Sの 変化 自体 よ りもその変化 の生 じた時期 に重 点が おか れ,

そ れ によ って 「予想」 よ り早 くSが 生 じた とい う含意 を もつ ようであ る。

しか しなが らそのよ うな含意 は,い わば二次的な もの であ って,already

の もつ本 来の機能 は～S→Sが 起 こ った こ とを指 示す る,と い うこ となの

ぞ ある。 これ は例文の検討 の際 に述 べ た通 りであ る。
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ゆ えにalreadyとnowは 共 に ～S→Sを 指示す る とい う点にお いて同 じ

機 能 をもつ とい える。 そ して この よ うな～S→Sと い う変化 を 「状況 の変

化 」あ るいは 厂局 面 の変化 」 と言いか えるな らば,alreadyとnowは 厂局

面の変化」 を指示 す る機能 をもつ とい うこ とが できる。 この点でalready

はnowと と もに,PhaseMarkerで あ るとい うこ とがで きる。10)

さ らに,小 論 では扱 う余裕 はなか ったが,～S→Sと は逆 の変 化,即 ち

S→ ～Sを 表 わすnotanymoreも あ る種 のr局 面の変化」 を指示 す る とい

っこ とが いえそ っであ る。 またstillやyetと の 関連 も興味深い問題 であ る。

注

1)こ こ で 言 うPERFECTと は 直 接 完 了 形 に 結 び つ く もの で は な く,む し ろ

abstractPERFECTと で も言 う よ う な 素 性 で あ る。

2)く わ し くは 家 木(1982)を 参 照 され た い 。

3)家 木(1982)を 参 照 。

4)stil1の もつ 「予 想 」 とい う含 意 に つ い て はLadusaw(1980)を 参 照 され た い 。

5)こ の 場 合,前 提 部 はalready/yetに 共 通 で あ り,断 定 部 の み が 異 な る。

stil1/anymoreに つ い て も 同 じ。 な お 後 述 の 太 田(1980)で はBolinger

(1977)に 従 っ て,前 提 部 もalreadyとyetで は 異 な る とす る 分 析 を 採 用 し

て い る 。

6)実 際 に は 太 田(1980)が 基 に して い るの はLadusaw,W.A.(1978)"The

scopeofsomesentenceadverbsandsurfacestructure,"1丶TELS8,pp.

97-107.で あ る が,こ こ で は そ れ を発 展 させ た 形 のLadusaw(1980)の 方 を

参 照 し て い る 。

7)(29a,b)の 意 味 の 違 い に つ い て は 太 田(1980)P.296を 参 照 され た い 。

8)こ こ で は 便 宜 上alreadyはtiiに お い てSを 「予 想 」 す る とい う立 場 を とっ

て い る。 そ の 方 がtiに お け る ～Sの 「前 提 」 と対 照 的 に な り,わ か りや す

い か ら で あ る 。

9)(33)は 「私 は 今 で は 魚 を 食 べ る 」 とい う意 味 を もつ 。 この よ う な`positive'

anymoreに つ い て はLadusaw(1980)に 取 りあ げ ら れ て い る。Ladusaw

(1980)pp.96・97を 参 照 さ れ た い 。 な お こ の よ う な`positive'anymoreは 新

し く使 用 され 始 め て い る方 言 の よ う で あ っ て,一 般 的 で あ る とは い い 難 い 。

10)PhaseMarkerに つ い て は家 木(1982)を 参 照 され た い。
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